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伊
豆
韮
山
に
拠
点
を
構
え
た
戦
国
武
将
・
北
条
早
雲
。
彼
は
一
介
の

素す
ろ
う
に
ん

浪
人
か
ら
戦
国
大
名
へ
と
成
り
上
が
っ
た
「
下
剋
上
」
代
表
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
室
町
幕
府
の
官
僚
を
務
め
る
名
門
一
族
出
身

の
伊い

勢せ

新し
ん
く
ろ
う

九
郎
盛も

り

時と
き

（
出
家
後
は
伊い

勢せ

宗そ
う

瑞ず
い

）
で
あ
り
、
幕
府
の
命
を
受

け
て
堀ほ

り

越ご
え

御ご

所し
ょ

を
攻
撃
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

早
雲
の
没
後
５
０
０
年
を
迎
え
る
今
年
、
彼
の
生
涯
に
迫
り
ま
す
。

室
町
幕
府
の
名
門

伊
勢
家
に
生
ま
れ
る

　

早
雲
は
、
備

び
っ
ち
ゅ
う
の
く
に
え
ば
ら
の
し
ょ
う

中
国
荏
原
荘
（
現
：
岡

山
県
井
原
市
）ま
た
は
京
都
の
生
ま
れ
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
正
確
な
場
所
は
不
明
で
す
。

　

ま
た
、『
北
条
五
代
記
』
な
ど
の
歴
史

資
料
に
「
子
年
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
誕
年
は

永え
い
き
ょ
う

享
４
年（
１
４
３
２
）と
も
康こ

う
し
ょ
う正

２
年

（
１
４
５
６
）と
も
い
わ
れ
、「
大
器
晩
成

の
典
型
」
や
「
若
き
エ
リ
ー
ト
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
見
解
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
早
雲
で
す
が
、
出
自
は
室
町
幕

府
奉ほ

う
こ
う
し
ゅ
う

公
衆
の
名
門
・
伊
勢
家
で
あ
り
、
応お

う

仁に
ん

元
年
（
１
４
６
７
）
頃
京
都
に
上
京
し

て
、
足あ

し

利か
が

義よ
し
み視

に
仕
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

応
仁
の
乱
と
伊
勢
家

　

当
時
の
京
都
で
は
、
幕
府
内
の
権
力
者

争
い
が
激
化
。
幕
府
内
の
武
家
が
、山や

ま

名な

宗そ
う

全ぜ
ん

率
い
る
西
軍
と
細ほ

そ

川か
わ

勝か
つ

元も
と

率
い
る
東
軍

に
分
か
れ
て「
応
仁
の
乱
」に
発
展
し
ま
す
。

　

合
戦
が
長
引
く
に
つ
れ
、
武
名
を
上
げ

る
た
め
、
ま
た
幕
府
内
の
権
力
者
と
つ
な

が
り
を
作
る
た
め
に
上
京
す
る
地
方
の
大

名
が
現
れ
ま
す
。
駿す

る
が
の
く
に

河
国
（
現
：
静
岡
県

中
央
部
）
の
守
護
大
名
・
今い

ま

川が
わ

義よ
し

忠た
だ

も
そ

の
一
人
で
す
。
義
忠
は
伊
勢
家
と
接
触
を

図
り
、
早
雲
の
姉
・
北き

た

川が
わ

殿ど
の

を
正
室
に
迎

え
ま
す
。
こ
う
し
て
、
早
雲
は
今
川
家
の

親
戚
と
な
る
の
で
す
。

今
川
家
の
危
機
を
救
う

　

義
忠
は
、
数
々
の
合
戦
で
活
躍
し
た
勇

猛
果
敢
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
義
忠
の
領
地
・
駿
河
で
は
、

遠と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
（
現
：
静
岡
県
西
部
）
の
守
護

大
名
で
あ
る
斯し

波ば

氏
と
合
戦
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
激
化
す
る
合
戦
の
中
、
文
明
７

年
（
１
４
７
５
）、
義
忠
は
流
れ
矢
が
原

因
で
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
義
忠
の
息

子
・
龍
王
丸
（
後
の
今い

ま

川が
わ

氏う
じ

親ち
か

）
は
ま
だ

生
後
間
も
な
か
っ
た
た
め
、
跡
目
争
い
が

発
生
し
、
家
臣
が
分
裂
し
て
し
ま
い
ま

北
条
早
雲
の
生
涯
に
迫
る

す
。
中
で
も
、
今
川
家
の
親
戚
筋
に
あ
た

る
小お

じ
か鹿

範の
り

満み
つ

は
、
こ
れ
を
期
に
本
格
的
に

今
川
家
の
家
督
を
狙
っ
て
き
ま
し
た
。

　

早
雲
は
、
状
況
を
見
か
ね
た
室
町
幕
府

の
命
に
よ
り
、
姉
・
北
川
殿
を
通
じ
て
今

川
家
に
入
り
、「
元
服
ま
で
小
鹿
範
満
が

家
督
を
代
行
（
ま
た
は
補
佐
）
し
、
龍
王

丸
が
元
服
し
た
後
は
家
督
を
譲
る
」
と

い
っ
た
妙
案
で
、
こ
の
内
部
争
い
を
一
時

的
に
収
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

早
雲
は
、
康
正
２
年（
１
４
５
６
）誕
生

説
に
基
づ
く
と
20
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
者
。

関
東
地
方
の
武
家
の
介
入
な
ど
で
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
今
川
家
の
跡
目
争
い
を
収

め
る
の
は
非
常
に
労
力
の
い
る
こ
と
で
あ

り
、
苦
悩
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
早
雲
は
室
町
幕
府
の
官
僚
と

今
川
家
客
将
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て

働
く
忙
し
い
日
々
を
送
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
頃
、
今
川
家
に
お
け
る
活
躍
が

認
め
ら
れ
、
興
国
寺
城
と
そ
の
周
辺
を
領

地
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

堀
越
御
所
攻
め

　

明
応
２
年（
１
４
９
３
）、
管か

ん

領れ
い

・
細

川
政ま

さ

元も
と

が
堀ほ

り

越ご
え

公く
ぼ
う方

足
利
政ま

さ

知と
も

と
共
謀
し

て
10
代
目
将
軍
・
足
利
義よ

し
き材

を
追
放
し
、

11
代
目
将
軍
に
足
利
義よ

し

澄ず
み（

政
知
の
息
子
）

を
擁
立
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
ま

す
。「
明
応
の
政
変
」
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
行
前
に
政
知
が
死
亡
し
た
た
め

政
元
主
導
で
実
行
。
計
画
通
り
将
軍
の
交

代
を
行
い
ま
し
た
が
、
死
亡
し
た
政
知
の

跡
を
継
ぐ
べ
く
息
子
の
足
利
茶
々
丸
が
武

力
蜂
起
し
、
堀
越
御
所
は
乗
っ
取
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
危
険
視
し
た
室
町
幕
府
の
命
に

よ
り
、
早
雲
は
堀
越
御
所
を
攻
撃
。
茶
々

丸
を
堀
越
御
所
か
ら
追
い
出
す
こ
と
に
成

功
し
ま
す
。
逃
げ
延
び
た
茶
々
丸
は
こ
の

後
数
年
間
、
伊
豆
半
島
や
関
東
地
方
を

転
々
と
し
な
が
ら
早
雲
と
激
し
い

合
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

晩
年
の
早
雲

　

明
応
７
年（
１
４
９
８
）、つ
い
に

茶
々
丸
を
破
っ
た
早
雲
は
伊
豆
半

島
を
事
実
上
平
定
し
、室
町
幕
府
の

反
抗
勢
力
の
多
い
相
模
国（
現
：
神

奈
川
県
）へ
と
本
格
的
に
侵
攻
を
始

め
ま
す
。三
浦
氏
を
は
じ
め
と
し
た

勢
力
の
抵
抗
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、永
正
13
年

（
１
５
１
６
）に
相
模
を
平
定
し
ま
す
。こ
う

し
て
、早
雲
は
伊
豆
と
相
模
の
２
カ
国
を
有

す
る
戦
国
大
名
へ
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

相
模
平
定
か
ら
２
年
後
の
永
正
15
年

（
１
５
１
８
）、家
督
を
息
子
・
氏う

じ

綱つ
な

に
譲
り
、

翌
年
の
永
正
16
年（
１
５
１
９
）、病
に
倒

れ
て
韮
山
で
息
を
引
き
取
り
ま
す
。
遺
体

は
修
善
寺（
現
：
伊
豆
市
）で
荼だ

毘び

（
火
葬
）

に
付
さ
れ
、
そ
の
２
年
後
、
早
雲
寺
（
現
：

神
奈
川
県
箱
根
町
）に
葬
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

北条早雲画像
（岡山県井原市  長谷山法泉寺  所蔵）
（画像提供：井原市教育委員会）
※法泉寺には永享 4年（1432）生誕と伝わる

問 

文
化
財
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
８

北條早雲画像
（神奈川県箱根町  早雲寺  所蔵）
（画像提供：箱根町立郷土資料館）

韮山城
を守るために

（ 

写
真
提
供
：

韮
山
城
を
復
元
す
る
会
）

韮山城を復元する会では、韮山
城跡本城部（龍

りゅうじょうさん

城山）の草刈り
や清掃といった環境整備を定期的に
行っています。また、多くの皆さん
に韮山城跡の魅力を知ってもらえる
よう勉強したり、PRをしたりするな
ど、日々活動に励んでいます。今後、
国指定史跡となることを目指して調
査が進み、韮山城跡の本来の姿が明
らかになることを期待しています。
　今年は北条早雲没後 500 年という
こともあり、その終生の居城である
韮山城跡への注目が高まってきてい
ると感じています。より多くの皆さ
んが韮山城跡に訪れることで、市全
体の活性化につながる
ようこれからも積極的
な活動をしていきたい
と思います。

NPO法人
韮山城を復元する会

会長　山下捷雄

韮
山
城
環
境
整
備

活
動
の
様
子
◀
▼
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韮
山
城
・
権ご

ん
げ
ん
く
る
わ

現
曲
輪

　

三
の
丸
と
二
の
丸
の
間
に
位
置
す
る
曲

輪
。
外
側
に
は
、
土
塁
が
良
好
な
状
態
で
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
側
の
土
塁
の
上
に
は
、

明
応
９
年（
１
５
０
０
）
に
早
雲

が
建
立
し
た
と
伝
わ
る
熊
野
神

社
が
建
っ
て
い
ま
す
。
熊
野
「
権

現
」
の
あ
る
「
曲
輪
」
で
権
現

曲
輪
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
土
手
和
田
地
区
の
住

民
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
お

り
、
神
社
と
城
郭
が
厳
か
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

韮
山
城
・
二
の
丸

　

権
現
曲
輪
の
南
側
に
位
置
す
る
曲
輪
。

権
現
曲
輪
よ
り
一
段
高
く
、
見
晴
ら
し
の

良
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

も
ま
た
曲
輪
が
土
塁
で
囲
ま
れ
て
お
り
、

防
御
性
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、

土
塁
の
一
部
を
見
る
と
、
岩
を
削
り
出
し

て
作
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

韮
山
城
を
築
く
た
め
に
多
大
な
労
力
が

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

韮
山
城
・
本
丸

　

二
の
丸
よ
り
さ
ら
に
南
側
、
龍
城
山
の

一
番
高
い
場
所
に
築
か
れ
た
曲
輪
。
眺
望

が
非
常
に
よ
く
、
田
方
平
野
を
一
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
攻
め
て

く
る
敵
の
軍
勢
を
監
視
す
る
に
は
最
適
の

場
所
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
天
気
の
良
い
日
に
は
富
士
山
を

望
め
る
絶
好
の
場
所
に
な
り
ま
す
。
も
し

か
す
る
と
、
早
雲
も
こ
の
場
所
か
ら
見
る

景
色
を
気
に
入
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
も
韮
山
城
跡
か
ら
、
早
雲

と
同
じ
景
色
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

願
成
就
院

　

鎌
倉
時
代
の
文
治
５
年（
１
１
９
０
）、

源
頼
朝
に
よ
る
奥
州
藤
原
氏
攻
め
の
際
、

戦
勝
祈
願
を
目
的
に
北
条
時
政
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
寺
社
。
運
慶
作
の
５
躯
の
仏

像
が
拝
観
で
き
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
の
寺
院
と
し

て
有
名
な
願
成
就
院
で
す
が
、
戦
国
時
代

に
は
早
雲
の
堀
越
御
所
攻
撃
に
よ
っ
て
火

災
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

早
雲
は
、
戦
火
に
巻
き
込
ん
だ
こ
と
を

詫
び
、
復
旧
の
援
助
を
実
施
。
以
来
、
北

条
氏
は
願
成
就
院
と
つ
な
が
り
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

国
指
定
史
跡
・
伝
堀
越
御
所
跡

　

守
山
の
麓
、
願
成
就
院
北
側
に
位
置
す

る
室
町
幕
府
の
関
東
支
配
の
拠
点
「
堀
越

御
所
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
。
過
去

の
発
掘
調
査
で
は
、
幅
１
０
０
ｍ
近
い
池

の
後
や
導
水
施
設
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

大
き
な
財
力
を
持
つ
権
力
者
が
住
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物
跡

は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
足
利
政

知
や
早
雲
と
激
し
い
合
戦
を
繰
り
広
げ
た

足
利
茶
々
丸
が
拠
点
と
し
て
い
た
場
所
が

見
つ
か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
応
２
年
（
１
４
９
３
）、
堀
越
御
所

跡
を
攻
め
た
早
雲
が
終
生
の
拠
点
と
し
た

と
さ
れ
る
城
跡
。
こ
の
た
め
、
早
雲
は

「
韮に

ら

山や
ま

殿ど
の

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
城
部
（
龍

り
ゅ
う
じ
ょ
う
さ
ん

城
山
）、
要よ

う

害が
い

・
砦

と
り
で

と
し

て
機
能
し
た
と
さ
れ
る
天て

ん
が
た
け

ヶ
岳
、
周
辺
の

城
下
町
か
ら
な
る
広
大
な
平ひ

ら

山や
ま

城じ
ろ

跡あ
と

で
、

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
の
廃
城
後
、
韮

山
代
官
・
江
川
家
の
管
理
地
と
な
っ
た
こ

と
で
、
現
在
ま
で
良
好
な
状
態
で
遺
構
が

残
存
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
に

豊
臣
軍
が
韮
山
城
を
攻
め
た
際
に
武
将

の
陣
地
配
置
の
た
め
に
作
成
し
た
絵

図
や
、
寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）
に

韮
山
代
官
・
江
川
家
が
作
成
し
た

「
伊い

ず
た
が
た
ぐ
ん
に
ら
や
ま
こ
じ
ょ
う
ず

豆
田
方
郡
韮
山
古
城
図
」（（
公
財
）

江
川
文
庫
蔵
）
な
ど
の
良
好
な
資
料
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
城
の
構
造
に
つ
い
て
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

韮
山
城
・
三
の
丸

　

韮
山
城
跡
本
城
部
の
最
も
北
側
に
位
置

す
る
曲く

る
わ輪

（
尾
根
を
削
っ
て
作
っ
た
平

場
）。
現
在
は
、
韮
山
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
築
か
れ
て

い
る「
土ど

る
い塁

」や
、

城
池
親
水
公
園

側
か
ら
見
る
と

山
の
斜
面
を
登

り
に
く
い
よ
う

に
削
っ
て
い
る

「
切き

り

岸ぎ
し

」
が
良
好

な
状
態
で
残
っ

て
い
ま
す
。

韮山高校
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韮山駅

伊豆長岡駅
狩野川

韮山城跡

韮山中学校伝堀越御所跡
願成就院

簡略図
早雲ゆかりの地

城池



ご
め
ん
ね
早
雲

そ
し
て　

あ
り
が
と
う
早
雲

今
、
よ
み
が
え
る
北
条
早
雲

ボランティアに応募して

　韮山高校で行われた志龍塾で、小和田哲男

さんによる北条早雲公についての講演があり

ました。ほとんど知識がありませんでしたが、

小和田さんに取材にうかがいました。その中

で少しずつ学び、「韮高新聞」で早雲公につ

いての記事を書いています。私は日本史があ

まり得意ではありません。そこで、身近なこ

とから日本史に興味を持つきっかけになれば

と思い、ボランティアに応募しました。

　イベントを通して、日本中に早

雲公の魅力が伝わってほしい

です。まずは早雲公や伊豆の国

市が愛されるイベントとする

ため、ボランティアの一員とし

て支えていきたいです。

ボランティアスタッフ

韮山高校2年  吉村彩

北条早雲公没後 500 年祭をお楽しみに！

　本年は、韮山城を終生の居城とした早雲公が没してから 500

年にあたる年です。実行委員会では、昨年 11 月、韮山城本丸（龍

城山）で、「北条早雲公没後 500 年忌法要」を行いました。そし

て本年 11 月、いよいよ「北条早雲公没後 500 年祭」を開催します。

　催し物は、「早雲公の人物像をいかに知ってもらうか」に主眼

を置き、決定しました。11 月 1 日はいずのくに大使による「落

語」と「ひとり語り」を、11 月 2 日は法要・稚児行列に始まり、

午後にはより学術的に詳しく学ぶための小和田哲男氏による講演

会「北条早雲公の虚像と実像」をそれぞれ行うなど、

これまで江川坦庵公の影に隠されていた北条早雲公

を前面に押し出した内容となっています。また、仏

教会中心に行う稚児行列には市内の児童・園児たち

も参加し、イベントを盛り上げてくれます。

　市民の皆さん、お誘いあわせのうえ、ぜひ

足をお運びください。

北条早雲公没後 500 年祭実行委員会

会長  河野眞人

郷土の誇りを伝えられる人に

　源頼朝公が源平の争いで敗れて蛭ヶ小島に

流され、その後市内で平家追討の旗揚げをし

て鎌倉幕府を興し、武家政権が始まりました。

　北条早雲公が堀越御所を攻撃し、韮山城を築

き、戦国時代における関東の覇者となりました。

　江川坦庵公が蘭学により外国情報を入手

し、日本の近代が胎動を始めました。

　このように、伊豆の歴史をたどると日本の

歴史が見えてきます。伊豆の国市は、歴史を

検証する遺跡の宝庫です。皆さん

には、このイベントをきっかけ

に、多くの歴史が残る地域に住

むことを誇りに思える一人、そ

れを伝える一人になってほし

いと思います。

　実行委員会

　副会長  橋本敬之

　

終
生
を
韮
山
で
過
ご
し
、
人
々
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
に
尽
力
し
た

早
雲
の
遺
徳
を
し
の
び
、
供
養
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
北
条
早
雲
公
没

後
５
０
０
年
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
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11
月
１
日（
金
）

い
よ
い
よ
開
催
！　

北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭

▼
早
雲
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
集
合
13
時
15
分
）

　

江
川
邸
〜
韮
山
城
跡
周
辺

▼
早
雲
関
連
映
像
上
映

　

16
時
〜
17
時
30
分　

韮
山
時
代
劇
場
映
像
ホ
ー
ル

▼
時
を
超
え
る
語
り
の
会

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

①
ポ
ス
タ
ー（
絵
と
書
）表
彰
式

　
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

② 

早
雲
研
究
発
表

　
（
韮
山
高
校
文
系
探
究
コ
ー
ス
）

③
落
語（
立
川
志
ら
べ
氏
）

④
ひ
と
り
語
り（
大
塚
良
重
氏
）

11
月
２
日（
土
）

▼
稚
児
行
列

　

10
時
出
発　

江
川
邸
〜
城
池
親
水
公
園

▼
北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭
法
要

　

11
時
〜
11
時
45
分  
城
池
親
水
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

※ 

法
要
終
了
後
、
も
ち
ま
き
、
天
城
連
峰
太
鼓
、

芸
妓
踊
り
な
ど
お
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

▼
基
調
講
演「
北
条
早
雲
公
の
虚
像
と
実
像
」

　

14
時
〜
15
時
10
分　

韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

　

小
和
田
哲
男
氏（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

▼
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

15
時
25
分
〜
16
時
30
分

　
　

司
会
／
小
和
田
哲
男
氏

　

パ
ネ
ラ
ー
／
北
条
五
代
関
連
市
町
首
長

立川志らべ氏 大塚良重氏

小和田哲男氏

絵
／
秋
津
美
羽
さ
ん
（
韮
山
高
校
美
術
部
）

書
／
外
山
祐
羽
さ
ん

　
「
北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭
」
開
催
に
先
駆
け
、

「
北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
」
の
皆

さ
ん
に
、
意
気
込
み
や
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。


